
因島フラワーセンター
花植えボランティア参加者募集
11月17日㈰	8：00〜10：00

※雨天時は11月19日㈫に順延。
因島フラワーセンター芝生広場集合
軍手、ハンドスコップ、飲み物
11月8日㈮
因島総合支所しまおこし課

（☎0845-26-6212）

県営住宅入居者募集

募集住宅　新たに空家が生じた住宅
受付期間　10月23日㈬〜25日㈮
※詳しくは、10月16日㈬から配布する
「申込みのしおり」と「募集一覧」を
ご覧ください。
堀田・誠和共同企業体	住宅管理

センター（☎0848-24-2277）

保育所職員等を募集します

①保育士・保育教諭（臨時職員）
応募資格　保育士・幼稚園教諭免許
を有する人（どちらか一方の資格の
みでも可）	※年齢制限なし。

勤務日数　週5日
勤務時間　8：30〜17：15
勤務場所　市内の公立保育所、認定
こども園

時給　担任1,160円、非担任1,060円

②保育所給食調理員（臨時技術員）
勤務日数　月に4回程度
勤務時間　①8：30〜17：15
　　　　　②8：30〜11：30
勤務場所　市立保育所・認定こども園
（因島・御調地域）

時給　880円
【共通事項】

市ホームページ掲
載の「臨時職員登
録申込書」か履歴書を持参か郵送で
〒722-8501		久保一丁目15-1

子育て支援課（☎0848-38-9207）

いまばり環境フェスティバル2019
～Imabari Recycling Day～
　CYCLE（循環型社会と自転車）と
RECYCLE（再循環・再利用）をテーマと
した環境イベントです。

10月27日㈰	10：00〜16：00	
今治市クリーンセンター「バリクリーン」（今治市町谷甲394）
今治市リサイクル推進課（☎0898-47-5374）

今治市へ行こう！ 姉 妹 都 市

市営住宅入居者募集
受付期間　10月23日㈬〜25日㈮
抽 選 日　11月  8日㈮

　市営住宅管理センター、まちづくり推進課、各支所で配布している「申込のしおり
（市営住宅入居者募集案内）」や市ホームページを確認のうえ、申込みください。
※入居資格あり。

市営住宅管理センター（☎0848-21-1266）

公
営
住
宅

住宅名（所在地） 戸数 間取り 単身
可能 家　賃

公
営
住
宅

住宅名（所在地） 戸数 間取り 単身
可能 家　賃

三美園No.1（美ノ郷町三成） 1 2DK ○ 8,300円〜15,000円 神西（御調町神） 1 3LDK ○ 25,700円〜50,400円
幸が丘No.1（栗原町） 2 3DK ○ 9,900円〜17,800円 天女が浜（向東町） 1 3DK × 14,300円〜28,100円
幸が丘No.2（栗原町） 1 3DK ○ 10,100円〜18,400円 江奥（向島町） 1 3DK × 18,100円〜35,600円
北久保中層（防地町） 1 3DK × 14,400円〜28,400円 向浜B-1（因島三庄町） 2 3LDK × 20,400円〜40,200円
栗原向ヶ峠No.4（栗原町） 1 3LDK × 22,300円〜43,900円 向浜B-2（因島三庄町） 2 3LDK × 19,200円〜37,800円
大蔵（御調町大蔵） 1 3DK ○ 24,900円〜48,800円 足摺（因島田熊町） 1 3DK × 15,800円〜31,000円
岩井堂（御調町市） 2 2LDK ○ 21,100円〜41,500円 改

良
住
宅 新高山No.1（新高山2丁目） 2 3DK ○ 11,700円〜15,400円

中央（御調町市） 1 3DK ○ 16,700円〜32,900円 特
定
公
共

賃
貸
住
宅

才の奥（御調町市） 1 3LDK × 44,000円〜62,000円
土井ノ内（御調町市） 2 3DK ○ 17,400円〜34,100円 本西（御調町本） 2 3LDK × 44,000円〜62,000円

※「岩井堂」はエレベーター設備あり。
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「もったいないモラル」
を考えてみませんか？
　　　食品ロスをなくすために

家庭でできること

外食のときできること

　「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられている食品廃
棄物のことです。今年5月には「食品ロスの削減の推進に関す
る法律」も制定されました。
　日本では、平成28年度推計で年間643万トンの食品ロスが
あり、うち約55％の352万トンをコンビニエンスストアや外食産
業などが占めています。一方で、家庭からの排出量も291万トン
あり、消費者である私たちも食品ロスを減らす必要があります。

清掃事務所（☎0848-48-2900）

買い物では「適量」を意識

10月30日は
「食品ロス削減の日」です。

「食べきり」を実践

調理するときは、食べられる
部分を取り除かないように

「3010運動」

週に1回は冷蔵庫を整理

　毎日買い物をする人もまとめ買いの人
も適量と期限を意識した購入を。賞味
期限が短くてもすぐ食べるなら大丈夫。

　食べきれる量を注文し、楽しみなが
らいただきましょう。どうしても食べき
れないときは、飲食店に「持ち帰り」が
できるか聞いてみるのも良いかもしれ
ません。

　余ってしまった食材も、食べきりレシ
ピの活用や食材の保存を。

　乾杯の後の最初の30分は目の前の食事を楽しむ。そして歓談を楽しんだ後は、
終わる前の10分も自席に戻って最後まで料理を楽しむ、という運動のことです。
　宴会（女子会やスポーツなどの打ち上げなど）でしっかり料理を食べる時間を
意識すれば、食べ残しを減らすことができます。

　常備品の定位置を決めたり重ならな
いように収納したりすると、在庫がわか
りやすくなります。

　食事は、毎日繰り返される習慣です。すぐに食品ロスをなくすことは難しいかも
しれませんが、この日に食品ロスについて考えてみましょう。
　秋はおいしいものがたくさんあります。無駄なくおいしくいただきたいですね。

29広報おのみち・令和元年10月

く
ら
し
の
窓

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

芸
術
・
文
化

相

　
　談

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト


